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中学校　第２学年　学級活動学習指導案 千葉県７ 評価                  ８ 献立名 

食べものには３つのはたらきがある     ・ ごはん 

ことを理解し、何でも食べようとする     ・ 牛乳 

意欲が高まったか。             ・ 鮭の塩焼き 

・ すいとん 

・ たくあん 

 

 

 

※ 授業で使用した資料等 

パワーが増えたり減ったりする

説明に合わせてハートを増減する。 

 

 

 

 

 

成長の説明に合わせて、手足を伸ばす。 

 

 

 

 

 

 

ワークシート 

             中学校 第２学年 学級活動学習指導案              千葉県 

 

１ 題材名 食べ物と栄養 「食塩摂取と健康」 

   

２ 地域等の実態と題材設定の理由 

  本市の特徴として、塩分のとり過ぎが原因の一つである血管疾患による死亡率が高いことから、生徒の給

食に使用する塩分量について指導を受けている。そのような中、平成３０年８月１日に学校給食摂取基準の

改定があり、塩分の基準値が低くなった。生徒は濃い味を好む傾向にあるが、健康寿命の延伸のため少年期

からの生活習慣病予防はとても大切である。そこで、体内における塩分の働きと、健康への影響について理

解し、地域の健康課題を自己の将来の健康につなげて考えられるよう、本題材を設定した。 

 

３ 目標 

・ 自分自身の食生活を見直し、塩分をとり過ぎないために自分ができることを見つけ、改善する。 

（関心・意欲・態度） 

・ 自分自身の食生活をふりかえり、自分ができることを考え、実践する。（思考・判断・実践） 

・ 塩分のとり過ぎが健康に及ぼす影響や、地域の実態を知り、減塩の大切さについて理解する。 

（知識・理解） 

 

４ 食育の視点 

  心身の成長や健康の保持増進の上で望ましい栄養や食事のとり方を理解し、自ら管理していく能力を身

に付ける。（心身の健康・食品を選択する能力） 

 

５ 本時の展開 

過程 

（分） 
学習活動・内容 

指導上の支援○・評価◎ 

食生活改善推進員の活動 教 材 

Ｔ１（学級担任） Ｔ２（栄養教諭） 

導入 

５ 

 

 

 

 

 

 

 

４ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ アンケート結果を知る。 

〇 減塩の言葉は知っていても、塩

分をとり過ぎないように気を付け

ている生徒は少ない。 

〇 塩分にはどんな働きがあるのか

を考え、発表する。 

<予想される生徒の発言> 

  ・料理の味、おいしさになる 

  ・熱中症の予防 

２ 食塩の目標量と日本人１日あたり

の実際の食塩摂取量を知る。 

 ○ 日本人の塩分摂取量調査から、

現在の食生活では塩分をとり過ぎ

てしまうことを知る。  

〇 塩分は体に必要なものだが、と

り過ぎると血圧が上昇して高血

圧、動脈硬化、心筋梗塞、脳卒中

等になりやすくなること、胃がん

の原因になることを知る。 

 

○ アンケート結

果を配付し、説明

する。 

 

〇 塩分の働きを

考えさせる。 

 

 

 

◎ 塩分は体にと

って必要だが、と

り過ぎると生活

習慣病等の原因

になることを理

解できたか。 

 （ワークシート） 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 塩分の働きを

考えさせる。 

 

 

 

〇 食塩の目標量

と日本人１日あ

たりの実際の食

塩摂取量を知ら

せる。 

○ 塩分が体内で 

どのような働き 

をしているか、 

疾病との関係も 

含めて説明す 

る。 

アンケート結

果用紙 

パソコン 

テレビ 

ワークシート 

 

 

 

 

ワークシート 
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３ 

 

 

 

 

 

 

 

 

展開 

２８ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

まとめ 

１０ 

３ 私たちが住む東金市では、どんな 

健康問題があるのか、改善のため

に活動されている食生活改善推進

員さんから話を聞く。 

○ 東金市の死亡原因から、塩分の 

 とり過ぎが原因となる死因が多い 

ことを知る。 

 

 

４ Ａ先生が、ある１日に摂取した塩

分量を確認する。 

 ・先生の朝食・昼食・夕食の塩分量

と給食１食の塩分量を比べる。 

 ・班で、Ａ先生の食事から塩分量を

減らすにはどうしたらよいか話し

合いを行う。 

 ・大さじ、小さじで計量済みの調味

料を目で確認する。 

・減塩のポイントや食事での注意に

ついて、食生活改善推進員さんか

らアドバイスを受ける。 

 

 

 

 

 

 

 ・班で意見をまとめ、発表する。 

  １～３班 朝食での工夫 

  ４～６班 昼食での工夫 

  ７～９班 夕食での工夫 

 

 

 

 

 

５ 今日の学習のまとめをする。 

 ・自分の食生活を振り返り、気付い 

たことや課題を記入し、発表する。 

・塩分をとり過ぎないために自分が 

できることを記入し、発表する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 １日に摂取し

た塩分量を計算

させ、記入させ

る。 

 

 

〇 班にさせる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 話し合いがス

ムーズに行われ

るように机間支

援を行う。 

 

 

 

 

 

〇 食生活をふり

かえらせ、課題や

できることを記

入させ、発表させ

る。 

◎ 自分自身の食

生活を振り返り、

自分ができるこ

とを考えること

ができたか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 話し合うポイ

ントを簡潔に説

明する。 

・食べる量を減ら

さない。 

・塩分を多く含む

食品や調味料に

着目させる。 

 

 

 

 

〇 食生活改善推

進員さんと、生

徒の様子を確認

しながら机間支

援を行う。 

○ 発表について

コメントを行

い、減塩の工夫

についてまとめ

る。 

 

 

 

 

市のデータ 

 

 

 

 

 

 

 

 

大さじ 

小さじ 

調味料（しょ

うゆ・塩） 

カップ 

ワークシート 

給食の写真 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ワークシート 

 

 

 

 

 

塩分のとり過ぎに気を付けた食生活をするにはどうしたらよいだろうか？ 

食生活改善推進員による東金市の現

状、課題、改善のための活動について

説明。 
 

減塩のポイントについて、班ごとに食

生活改善推進委員からアドバイスを受

ける。 

６ 板書計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７ 評価 

  ・ 食塩は生命の維持に必要だが、とり過ぎると

健康に影響を及ぼすことを理解できたか。 

（知識・理解） 

  ・ 塩分をとり過ぎないための工夫を知り、自分

自身の食生活の中で生かそうとしている。 

（思考・判断） 

８ 献立名 

 ・ 麦ご飯 

 ・ 牛乳 

 ・ 鶏肉香味焼き 

 ・ れんこんサラダ 

 ・ 五目スープ 

 ・ 紫芋のタルト 

 

 授業の様子 

 

 

 

 

                    

 

 

東金市食生活改善推進員による説明       班活動の様子         代表者による発表の様子 

  ワークシート 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



107

教
科
等
に
お
け
る
食
に
関
す
る
指
導
（
学
習
指
導
案
）

６ 板書計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７ 評価 

  ・ 食塩は生命の維持に必要だが、とり過ぎると

健康に影響を及ぼすことを理解できたか。 

（知識・理解） 

  ・ 塩分をとり過ぎないための工夫を知り、自分

自身の食生活の中で生かそうとしている。 

（思考・判断） 

８ 献立名 

 ・ 麦ご飯 

 ・ 牛乳 

 ・ 鶏肉香味焼き 

 ・ れんこんサラダ 

 ・ 五目スープ 

 ・ 紫芋のタルト 

 

 授業の様子 

 

 

 

 

                    

 

 

東金市食生活改善推進員による説明       班活動の様子         代表者による発表の様子 

  ワークシート 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


